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注　意　事　項

ア ± 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

イ － ± 0 1 2 3 4 5 6 7 9

解 答上の注意

マーク方式での解答例

　問題文中の ア  ， イウ  などの  には，特に指示のない限り，
数字または符号（－，±）が入る。これらを次の方法で解答用紙の指定欄に解答す

ること。

①　ア，イ，ウ，……の一つ一つは，それぞれ０から９までの数字，または，－，± 

のいずれか一つに対応する。それらをア，イ，ウ，……で示された解答欄にマー

クする。

　〔例〕 アイ  に－８と答えたいとき

②　分数形で解答が求められているときは，既約分数で答える。符号は分子につけ，

分母につけてはならない。

　〔例〕
　　　　　　　 　 に　　 と答えたいとき

ウ ± 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

エ － ± 0 1 2 3 5 6 7 8 9

オ － ± 0 1 2 3 4 6 7 8 9

ウエ

オ
－ 4

5

数　　学

（令和８年度）
工2026奨12/13数学

入 学 試 験 問 題

奨学生12月13日

１．試験監督者の指示があるまで，問題冊子を開かないこと。

２．問題冊子に落丁，乱丁があった場合は，試験監督者に申し出ること。

３．試験監督者の指示に従って，解答用紙の受験番号欄に受験番号を記入し，

その下のマーク欄にもマークすること。

４．受験番号が正しくマークされていない場合は，採点できないことがある。

５．マーク方式の解答方法は，下の『解答上の注意』をよく読むこと。

６．試験終了後，問題冊子は持ち帰ること。



数 学

次の  にあてはまるものを解答欄にマークせよ。

必答問題

１．　

　⑴　 2 次関数 y ＝ －x2 ＋ 6 x ＋ m について，定義域 1 ≦ x ≦ 4 における最大値が 10 となると

き，m は ア  である。また，このときの定義域における最小値は イ  である。

　⑵　 4 人でカードを用いたゲームをする。各人は 3 枚のカードを持っている。カードには記号

が書かれており，A，B，C の記号が 1 枚ずつある。各人が，いずれか 1 枚のカードを選択

して机の上に伏せる。伏せた 4 人分のカードを一斉にめくって記号により勝敗を決める。A 

は B より強く，B は C より強く，C は A より強いとする。めくった 4 枚のカードがすべて同

じ記号か，または，A，B，C の全種類の記号が各 1 枚以上含まれたら，勝負は引き分けとす

る。引き分けになるのは ウエ  通りである。

　⑶　△OAB において，OA＝ 3，OB＝ 4 ，AB＝ 13  とする。このとき OA・OB ＝ オ  

である。

　⑷　関数 y ＝（ 3 x － 2 ）（ x2 ＋ 2 x ＋ 1 ）を微分すると，

y' ＝ カ  x2 ＋ キ  x － ク

　　となる。

－ 1 －



必答問題

２．

　 x＝
1＋ 3
1－ 3

 ， y＝
1－ 3
1＋ 3  のとき，以下の問いに答えよ。

　⑴　 x＋ y の値を求めると，

x＋ y＝ ケコ

　　となる。

　⑵　 x y の値を求めると，

xy＝ サ

　　となる。

　⑶　 2 x2 － 6 xy ＋ 2 y2 の値を求めると，

 2 x2 － 6 xy ＋ 2 y2 ＝ シス

　　となる。
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必答問題

３．

円の方程式に関する以下の問いに答えよ。

⑴　次の方程式が表す円の中心座標と半径を求めたい。

 x2 ＋ y2＋4x－6y＋9 ＝ 0

　 x2＋4x の平方完成は，

（ x＋ セ ）2
－ ソ

　である。また，y2－6y の平方完成は，

（ y－ タ ）2
－ チ

　である。

　したがって，方程式 x2 ＋ y2＋4x－6y＋9 ＝ 0 は次のように変形できる。

（ x＋ セ ）2
－ ソ ＋（ y－ タ ）2

－ チ ＋ 9 ＝ 0

　上式をさらに変形すると，

（ x＋ セ ）2
＋（ y－ タ ）2

＝ ツ

　�となることから，円の中心座標は（－ テ ， ト ），半径は ナ  であることが求め

られる。

⑵�　円（ x＋2）2＋（ y－1）2 ＝ 9 と直線 x＝0 の共通点の座標を求めたい。

　直線の式 x＝0 を円の方程式に代入して整理すると，

（ y－ ニ ）2
＝ ヌ

　となるので，

y＝ ネ ＋－ ノ

　となる。

　�よって，共通点の座標は，（ ハ ， ネ ＋ ノ ）と（ ヒ ， ネ － ノ ）
の 2 点であることが求められる。
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（以　上）

必答問題

４．

　 1 時間ごとに質量の半分が消失してしまう液体 A が，容器の中に 200g 入っている。この容

器に， 1 時間後に液体 A を 40g 追加する。以降， 1 時間おきに液体 A を 40g ずつ追加してい

くとする。以下の問いに答えよ。ただし，an は n 時間後に液体 A を追加した直後の液体 A の

質量である。

⑴　 3 時間後に液体 A を追加した直後の質量は フヘ g である。

⑵�　 an＋1 を an を用いて表すと，

an＋1 ＝
ホ
マ

an ＋ ミム

　であり，これを変形すれば，

an＋1 － メモ ＝
ホ
マ

（ an － メモ ）

　となる。

⑶　an を n の式で表すと，

an ＝ ヤユ （ ホ
マ ）

n－1

＋ ヨラ

　となる。

⑷　この作業をじゅうぶん長い時間継続すると，容器内の液体 A の質量は リル g に収束する。
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